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腹水 ない 治療効果あり 治療効果少ない
血清ビリルビン値（㎎/㎗） 2.0未満 2.0ﾝ3.0 3.0超
血清アルブミン値（ℊ/㎗） 3.5超 3.0ﾝ3.5 3.0未満
ICG R15（％） 15未満 15ﾝ40 40超









併用 5-FU（low dose FP）あるいは
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